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聖霊墓室聖堂

○入局資格収入基準（給与所得者の場合）

（本表は収入を得そし13人げ一人の場合そう）

扶養 　親族 権別 �1　人 �2　人 �3　人 �4　人 

第1種 �3，464，000 �3，8－76，000 �4．288，000 �信I700．000 
円未満 �円未満 �円未満 �円未満 

第2種 �2，424，000 �2，8％，000 �3，％0，000 �3，1772，000 
円未満 �円未満 �円未満 �円未満 

●申込む先　役場総務課管財係

℡293－1234

●料　金

利用の種別 �利用者 の区分 �利用期間 �整理料 

萱緩利用 �学　生 �G乍月 �2，500円 
lZT月 �4，500円 

一　級 �67月 �4，500円 

127月 �8烏00円 

一時利用 �学生 一般 �1日 （1回） �50円 

く回国D（謹霧、雪） 
人　　口　　16、987人（△1） 

男　　　　　8、066人（△6） 

女　　　　　8．921人（＋5） 

世帯数　　　4．910戸（＋15） 

転　　入　59人　　転　出　62人 

出　　生10人　　死　亡　8人 

（）内は前月比 

ここ「　　　　、

叫

●
場
　
所
　
遠
賀
町
大
字
広
渡
字
道
官

●
募
集
戸
数
∴
第
ュ
種
（
3
K
）
三
戸

●
家
　
賃
　
月
額
2
万
9
、
ち
0
0
円

●
共
益
費
　
月
額
4
、
0
0
0
円
程
度

●
敷
　
金
　
8
万
8
、
ち
0
0
円

（
家
賃
の
3
5
月
分
）

●
入
居
資
格

・
町
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所
を

有
畜
8
人

・
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
ょ

つ
き
す
る
親
族
げ
窃
8
人

・
収
入
げ
別
表
の
基
準
以
下
〇
人

●
申
込
締
切
　
随
時
受
付
。
（
募
集
戸
数
に

達
っ
し
た
ら
締
切
ま
す
）

●
申
し
込
む
、
問
ひ
合
わ
せ
は

遠
賀
町
役
場
総
務
課
管
財
係
ま
ぞ

℡
（
2
9
3
）
ュ
2
3
4
。



（2）

ご
存
帥
で
す
か

医
療
費
の
補
助
制
度

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
初
診
料
な
ど
の
一
部
負
担
や
そ
の
他
、
特
別
な
場

合
を
除
い
て
、
医
授
賞
の
公
費
補
助
制
度
に
よ
り
、
無
料
に
な
り
ま
す
。
該

当
す
る
人
は
、
役
場
国
保
年
金
係
で
医
旗
証
の
交
付
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

受
給
資
格
の
更
新
申
請
に
つ
い
て

所
得
の
限
度
額
を
超
え
る
場
合

・
生
活
保
護
法
に
よ
る
医
療
扶
助
を
受

け
て
い
ろ
場
合

・
児
童
が
医
療
費
の
措
置
さ
れ
る
福
祉

施
設
に
入
所
し
て
い
る
場
合

灸
申
請
に
必
要
な
書
類
な
ど
＞

◎
健
康
保
険
証

◎
印
鑑

◎
町
民
税
の
申
告
が
未
済
の
場
合
は
、

認
定
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
役
場
税
務
係

で
必
ず
申
告
を
済
ま
せ
て
お
い
て
く
だ

さい。

◎
健
康
保
険
証

◎
印
鑑

（
通
称
「
金
魚
」
　
「
ロ
ケ
ッ
ト
」
）
や

錠
剤
型
の
党
せ
い
剤
も
国
内
に
出
回
り

始
め
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
新
し
い
覚
せ
い
剤
が
、
従

来
の
も
の
と
大
き
く
違
う
点
は
、
水
に

溶
か
し
て
静
脈
注
射
を
す
る
の
で
は
な

く
、
「
飲
む
」
と
い
う
点
で
す
。
そ
の

た
め
、
以
前
に
も
増
し
て
覚
せ
い
剤
と

知
ら
ず
に
服
用
し
て
し
ま
う
危
険
性
も

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
覚
せ
い
剤
密
売
者
は
、
「
疲

労
回
復
剤
」
　
「
強
精
剤
」
　
「
痛
み
止

め
」
　
「
や
せ
る
薬
」
と
い
っ
た
、
警
戒

心
を
緩
め
る
甘
い
言
葉
で
近
づ
い
て
く

る
ケ
ー
ス
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
つ

け
入
る
ス
キ
を
与
え
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

現
在
、
交
付
を
受
け
て
い
る
「
重
度

心
身
障
害
者
医
療
証
」
は
6
月
5
0
日
ま

で
し
か
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
引
き

続
き
受
給
資
格
を
有
す
る
人
は
、
後
記

の
灸
申
請
に
必
要
な
書
類
な
ど
V
を
持

参
し
て
受
給
資
格
の
更
新
申
請
を
済
ま

せ
て
く
だ
さ
い
。

灸
対
象
者
＞

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
一
級
も
し
く
は

二
級
に
該
当
す
る
場
合
（
一
二
級
で
も
児

童
福
祉
法
な
ど
の
規
定
に
よ
り
中
等
度

の
精
神
薄
弱
と
判
定
さ
れ
て
い
る
場
合

は
該
当
す
る
）

・
桔
柏
薄
弱
者
の
該
当
の
有
無
に
つ
い

て
は
係
に
直
接
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

・
生
活
保
護
法
に
よ
る
医
療
扶
助
を
受

け
て
い
ろ
場
合
は
対
象
者
か
ら
除
か
れ

ます。
久
申
請
に
必
要
な
書
籍
な
ど
＞

◎
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
、
障
害
を

証
明
す
る
書
類

危
隙
を
薬
物
は
書
き
出
す
む
〃
…

現
在
、
交
付
を
受
け
て
い
る
「
母
子

家
庭
等
医
療
証
」
は
7
月
3
1
日
ま
で
し

か
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
引
き
続
き

受
給
資
格
を
有
す
る
人
は
、
後
記
の
灸

申
請
に
必
要
な
書
類
な
ど
V
を
持
参
し

て
受
給
資
格
の
更
新
申
請
を
7
月
m
日

ま
で
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

久
対
象
者
＞

・
十
八
歳
未
満
の
児
童
を
監
護
し
て
い

る
母
子
家
庭
の
母

・
三
歳
以
上
十
八
歳
未
満
の
母
子
家
庭

の
児
童
及
び
父
母
の
い
な
い
三
歳
以
上

十
八
歳
未
満
の
児
童
（
昭
和
飴
年
4
月

2
日
か
ら
昭
和
4
7
年
4
月
1
日
ま
で
の

出
生
者
も
来
年
3
月
3
1
日
ま
で
は
該
当

し
ま
す
。
）

た
だ
し
、
次
の
場
合
は
対
象
者
か
ら

除
か
れ
ま
す
。

・
児
童
扶
養
手
当
法
施
行
令
で
定
め
る

一
度
手
を
出
す
と

や
め
ら
れ
な
い

覚
せ
い
剤
弾
犯
の
検
挙
人
員
は
、
昭

和
五
十
六
年
以
降
、
毎
年
二
万
人
を
突

破
し
て
い
ま
す
。
昭
和
六
十
三
年
の
検

挙
人
員
も
二
万
三
百
九
十
九
人
で
、
依

然
と
し
て
高
水
準
で
推
移
し
て
い
ま

す
。
こ
の
う
ち
再
犯
者
が
約
半
数
に
も

お
よ
ん
で
い
ま
す
。

覚
せ
い
剤
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
タ

イ
プ
は
、
白
い
結
晶
の
粉
末
で
す
。

し
か
し
最
近
は
、
弁
当
な
ど
に
し
ょ

う
油
き
し
と
し
て
つ
け
る
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
容
器
に
入
れ
た
液
状
の
覚
せ
い
剤

旅
先
の
気
の
緩
み
は
禁
物

海
外
旅
行
で
各
国
の
観
光
地
を
回
っ

た
り
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
楽
し
ん
だ
り

す
る
の
は
結
構
な
の
で
す
が
、
中
に
は

ハ
メ
を
は
ず
し
過
ぎ
て
、
コ
カ
イ
ン
や

マ
リ
フ
ァ
ナ
な
ど
の
薬
物
を
試
す
人
も

い
ろ
よ
う
で
す
。

「
外
国
だ
か
ら
」
　
二
度
く
ら
い
は

い
い
だ
ろ
う
」
と
い
う
甘
い
気
持
ち
か

ら
で
し
ょ
う
が
、
こ
れ
が
薬
物
乱
用
と

い
う
′
ア
リ
地
獄
。
の
始
ま
り
な
の
で

こ
れ
ま
で
、
薬
物
な
ど
の
事
件
に
は

す
べ
て
暴
力
団
が
か
か
わ
っ
て
い
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
昨
年
摘
発
さ
れ
た
密

売
組
織
は
、
す
べ
て
素
人
、
つ
ま
り
一

般
の
旅
行
者
だ
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
も

き
っ
か
け
は
、
海
外
で
試
し
た
、
た
っ

た
一
回
の
薬
物
体
験
か
ら
な
の
で
す
。

海
外
旅
行
で
気
が
緩
み
、
薬
物
に
手

を
出
す
こ
と
は
、
自
分
自
身
を
破
滅
の

道
へ
追
い
や
る
よ
う
な
も
の
で
す
。

「
買
わ
な
い
」
　
「
や
ら
な
い
」
を
肝
に

銘
じ
て
、
海
外
旅
行
を
楽
し
み
ま
し
ょ

ヽ
つ
○



玉

上　さ　最ハ10町 
映れ初民自民平 きたに館（達成 ��　　春蕨桑雲I一日 ㊨磐で、蓮輩整鶉 ���� 
れ「本で土動元 、と年行）推年 次び’な午進度 にう県わ後協の 

㊨ ���泳 秦め実れ1議と 副国行ま時会び ノゝ � �I 

本体委し30のう 長へ員だ分総め のの会oよ会国 開通でまりが体 ∴己」：∴∴ 馳”‾二‾‾ �� �十 � �� 

∴∴ 1 ㌧／ 

葦竃／濁 � � �葵 � � 
∴●　　　、： �� � � �上薬 一〇〇〇〇〇〇面〇〇〇〇〇〇＿ 

揖野 ������′ 

■∴ ��．∴∴′ご ��／ 

／“仁／i＼㍗i当主 �����∴∴TT． �、＼ノ／手 ∴＼ 

6月3日（土）午後1時より、

広漠小学校体育蝕において町と文

化芸能連絡協議会（文芸連）共催

の国体音頭講習会が開催されまし

た。この国体音頭は県国体実行委

員会で募集を行ってつくられたも

ので、平成2年のとびうめ国体開

催に向けて、県内各会場市町で国

体へのPRと住民意識の高揚に普

及が行なわれています。講習会当

の振り付けをされた美空峰先生を講師

館、婦人会、文芸連のみなさんに諮習

きました。最初ぎこちない手つきも、

は、すっかり覚えられ、熱気あふれろ

なりました。

i玉　音頭講習雲間 

撃 �意義講習会 （（／／ロ グ＼口 i i � 

頭 民 だ に と 

堂萱草1：工 　聡運動選一 　∵∴－ 　Sr ���　↑｛ 今季 －∴f 
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（3）

ふ
せ
ご
う
非
行

助
け
よ
う
立
ち
直
り

遠
賀
区
保
護
司
会

こ
と
ば
の
後
、
高
山
和
幸
推
進
協
議
会

会
長
が
、
国
体
へ
の
取
り
組
み
と
町
活

性
化
の
決
意
を
述
べ
、
そ
の
あ
と
井
口

国
体
事
務
局
長
が
本
年
度
の
町
民
運
動

推
進
協
議
会
の
推
進
計
画
を
説
明
し
ま

した。

最
後
に
、
婦
人
会
と
文
芸
遠
の
皆
様

に
よ
る
国
体
音
頭
も
披
露
さ
れ
、
今

後
、
国
体
に
向
け
て
住
民
一
体
と
な
っ

た
運
動
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

－
七
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」
月
間
で
す
ー

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、

す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
の
防
止
と
罪

を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
正
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
力
を

合
せ
、
犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築

こ
う
と
す
る
全
国
的
な
連
動
で
す
。

重
点
目
標
を
「
地
域
活
動
の
推
進
に

ょ
る
少
年
の
非
行
防
止
と
更
生
の
援

助
」
と
定
め
、
地
域
住
民
一
人
ひ
と
り

が
力
を
合
せ
、
非
行
の
原
因
と
な
る
事

態
の
改
善
や
、
非
行
に
陥
っ
た
少
年
の

更
生
の
た
め
に
、
幅
広
い
地
域
活
動
を

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

更
生
保
護
募
金
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

犯
罪
者
の
再
犯
予
防
と
更
生
を
目
的

と
す
る
事
業
運
営
資
金
と
し
て
、
「
更

生
保
護
事
業
援
助
募
金
」
　
へ
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

本
町
の
保
護
司
は
次
の
方
々
で
す
。

高
崎
垂
簾
（
木
守
）

信
行
雪
鴻
（
鬼
津
）

吉
田
　
猛
（
尾
崎
）

別
田
末
広
（
拡
波
）

内
藤
窟
文
（
別
府
）

毛
利
秀
済
（
虫
生
津
）



サービス業基本調査
事業所統計調査（識瀧）
＜ここ＞・＜＝＞　7月1日

（4）

遠
賀
町
商
工
会
職
員

を
募
集
し
て
い
ま
す

遠
賀
町
商
工
会

●
資
　
格
　
大
学
を
卒
業
し
た
統
裁
ま

で
の
遠
賀
町
ま
た
は
近
郊

の
在
住
者
で
、
最
近
5
年

以
内
に
2
年
以
上
の
実
務

経
験
を
有
す
る
人

●
職
　
務
　
商
工
業
者
の
相
談
指
導

●
勤
務
地
　
遠
賀
町
商
工
会

●
試
験
日
・
第
1
次
審
査
7
月
8
日
出

・
第
2
次
試
験
7
月
1
0
日
㈲

簿
記
・
一
般
常
識
・
小
論
文

面
接

●
賦
鹸
地
　
福
同
市
博
多
区
博
多
駅
東

1
－
1
－
誠

は
か
た
近
代
ビ
ル
5
階

●
申
込
ゐ
・
間
合
先

遠
賀
町
商
工
会

館

0

9

3

（

2

9

3

）

0

1

6

5

●
試
験
日
・
l
次
試
験
　
7
月
5
0
㈲

・
2
次
試
験
　
8
月
下
旬

●
試
験
地
　
福
岡
市
お
よ
び
北
九
州
市

●
受
付
期
間
　
6
月
5
日
㈲

～
7
月
4
日
的

●
申
込
み
・
間
合
先

福
岡
県
警
察
本
部
警
務
課
任
用
係

福
岡
市
博
多
区
東
公
園
7
－
7

衝

0

9

2

（

6

2

2

）

0

7

0

0

受
け
て
み
ま
せ
ん
か

県
職
員
採
用
試
験

●
受
験
資
格

昭
和
他
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
〃

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

●
受
付
期
間
　
1
月
5
日
㈱

～
1
月
1
2
日
㈱

●
試
験
日
　
1
0
月
1
日
㈲

●
採
用
予
定

九
州
地
域
で
約
鵬
名

●
間
合
先

福
岡
国
税
局
　
衝
（
4
1
1
）
0

0
3
1
ま
た
は
若
松
税
務
署

（
1
6
1
）
2
5
3
6

お
済
み
で
す
か

児
童
手
当
の
現
況
届

福
　
祉
　
課

福
岡
県
人
事
委
員
会

受
け
て
み
ま
せ
ん
か

警
察
官
採
用
試
験

福
岡
県
警
察
本
部

●
受
験
資
格昭

和
約
年
4
月
2
日
か
ら

昭
和
4
3
年
4
月
1
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
男
子
で
次
の
学
校

の
卒
業
者
お
よ
び
卒
業
見
込

み
の
人

用
学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大
学

㈲
用
と
同
等
と
認
め
ら
れ
る
学
校

（
防
衛
大
学
校
な
ど
）

●
受
験
資
格

（
上
級
）
昭
和
詣
年
4
月
2
日
か

ら
昭
和
4
3
年
4
月
l
B

ま
で
に
生
ま
れ
た
人

（
中
級
）
昭
和
約
年
4
月
2
日
か

ら
昭
和
備
年
4
月
l
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
人

●
採
用
人
員
　
上
級
購
入
・
中
級
1
人

●
試
験
日
　
　
7
月
1
6
日
㈲

●
試
験
地
　
　
福
岡
市

●
申
込
受
付
　
6
月
5
日
㈲

～
6
月
1
6
日
㈹

●
申
込
み
・
間
合
先

福
岡
県
人
事
委
員
会
奉
務
局
任
用
課

福
岡
市
博
多
区
東
公
園
7
－
7

舘

0

9

2

（

6

4

1

）

3

8

8

3

協
力
し
て
く
だ
さ
い

サ
ー
ビ
ス
業
基
本
調
査

事
業
所
統
計
調
査

産
　
業
　
課

受
け
て
み
ま
せ
ん
か

税
務
職
員
採
用
試
験

福
岡
国
税
局

（
税
務
大
学
校
学
生
）

総
務
庁
で
は
、
7
月
l
日
現
在
で
、

サ
ー
ビ
ス
業
基
本
調
査
と
革
楽
所
総
計

調
査
（
変
動
状
況
に
関
す
る
調
査
）
を

実
施
し
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
業
基
本
調
査
は
、
サ
ー
ビ

ス
業
の
事
業
活
動
の
実
態
を
調
査
し
、

事
業
所
総
計
調
査
（
変
動
状
況
に
関
す

る
調
査
）
は
事
業
所
の
新
設
・
廃
業
等

の
異
動
状
況
を
調
査
し
ま
す
。

調
査
は
、
県
知
事
か
ら
任
命
さ
れ
た

調
査
員
が
6
月
下
旬
か
ら
事
業
所
を
訪

問
し
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い

て
回
収
す
る
と
い
う
方
法
で
行
な
い
ま

す。
提
出
さ
れ
た
調
査
票
は
、
統
計
法
に

よ
り
厳
重
に
秘
密
が
守
ら
れ
ま
す
の
で

正
確
な
報
告
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

現
況
届
は
、
現
在
支
給
を
受
け
て
い

る
方
の
前
年
の
所
得
、
養
育
の
状
況
を

届
け
て
も
ら
う
も
の
で
、
引
き
続
き
手

当
を
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
決
め
る

大
切
な
も
の
で
す
。
引
き
続
き
受
け
る

資
格
が
あ
っ
て
も
、
現
況
届
を
提
出
し

な
い
と
六
月
分
か
ら
の
手
当
を
受
給
で

き
な
く
な
り
ま
す
。

出
生
や
転
入
な
ど
で
平
成
元
年
四
月

末
日
ま
で
に
、
新
し
く
児
童
手
当
認
定

請
求
を
さ
れ
た
万
も
「
現
況
届
」
を
必

ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
期
限
は
六
月

三
十
日
ま
で
で
す
。

な
お
、
義
務
教
育
就
学
前
の
児
童
を

含
む
十
八
歳
未
満
の
児
童
を
二
人
以
上

養
育
し
て
い
る
方
で
、
収
入
が
一
定
額

未
満
の
場
合
に
、
二
番
目
の
児
童
か
ら

支
給
さ
れ
ま
す
。
こ
の
要
件
に
該
当
さ

れ
ろ
方
は
、
福
祉
課
福
祉
係
ま
で
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

気
に
な
り
ま
せ
ん
か

心
と
か
ら
だ
の
健
康

町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

人
生
百
年
時
代
は
、
す
ぐ
目
の
前
に

来
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
時
代
の
到
来
を
英
に
よ
ろ
こ

び
あ
え
る
も
の
に
す
る
に
は
、
ま
ず
、

「
心
身
と
も
に
健
康
」
に
な
る
こ
と
、

そ
し
て
豊
か
で
生
き
が
い
の
あ
る
家
庭

生
活
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。

そ
こ
で
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
、

講
師
を
む
か
え
、
′
心
と
か
ら
だ
の
健

康
講
演
会
〟
を
開
き
ま
す
。

●
日
　
時
　
　
7
月
7
日
㈲

午
前
1
0
時
柳
分
～

●
場
　
所
　
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

大
ホ
ー
ル

●
濃
　
題
　
　
「
健
康
を
育
て
る

家
庭
づ
く
り
」

●
請
　
師
　
　
臨
床
心
理
学
者

安
松
　
田
逼
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遠
賀
ロ
ー
イ
ン
グ
ク
ラ
ブ

6
月
1
2
日
、
島
門
小
学
校
の
全
校
生

徒
を
対
象
に
、
九
州
交
響
楽
団
に
よ
る

移
動
音
楽
教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。

日
頃
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
な
ま
演
奏

に
聞
き
な
れ
な
い
子
ど
も
た
ち
も
、
初

め
の
う
ち
は
、
と
ま
ど
い
を
見
せ
て
い

ま
し
た
が
、
各
楽
器
の
紹
介
か
ら
、
し

だ
い
に
演
奏
に
う
ち
と
け
、
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
を
バ
ッ
ク
に
し
た
子
ど
も
た
ち
の

合
唱
や
す
ぼ
ら
し
い
漬
菜
を
小
さ
な
体

い
っ
ぱ
い
に
た
ん
の
う
し
ま
し
た
。

曇
譲
義
患
龍
一

L
r

「
あ
る
～
日
、
森
の
な
か
、
く

ま
さ
ん
に
　
　
　
」
と
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
の
演
奏
に
合
せ
て
元
気

よ
く
「
森
の
く
ま
さ
ん
」
を
歌

う
ピ
カ
ピ
カ
の
一
年
生
。

L
r楽

器
紹
介
の
一
場
面

管
楽
器
で
一
番
大
き
い
チ
ュ

ー
バ
を
目
の
前
で
演
奏
さ
れ
た

子
と
も
た
ち
は
、
そ
の
昔
の
大

き
さ
に
び
っ
く
り
。

ト
盛
国
連
司
く
ん
S
6
3
・
6
・
創
生

掟
影
は
お
母
さ
ん
の
盛
田
佳
代
子
さ
ん

ボ
ク
、
連
司
、
一
歳
に
な
っ
た
ば

か
り
な
ん
だ
、
も
う
ア
ン
ヨ
ほ
お
て

の
も
の
、
食
欲
だ
っ
て
す
ご
い
ん
だ

マ
マ
よ
り
た
く
さ
ん
食
べ
る
ん
だ
か

ら
、
カ
モ
チ
ヤ
よ
り
外
で
遊
ぶ
の
か

一
ぽ
ん
好
き
、
食
べ
て
運
ん
で
大
き

く
な
る
ぞ
〃
‥

「
素
直
で
明
る
く
、
人
に
親
切
な
子

ど
も
に
」
と
マ
マ
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総
合
桧
診
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

保
健
衛
生
係

受
診
栗
は
各
区
の
区
長
を
通
じ
て
配

布
さ
れ
ま
す
の
で
、
受
診
の
際
に
お
持

ち
く
だ
さ
い
。
な
お
、
検
診
日
ま
で
に

受
診
票
の
届
か
な
い
方
や
、
他
の
機
関

で
受
診
さ
れ
る
方
は
、
役
場
保
健
衛
生

係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
都

合
に
よ
り
と
自
分
の
居
住
区
で
受
診
で

き
な
い
方
は
、
他
の
区
で
も
受
診
で
き

ます。役
場
保
健
衛
生
係

㊧

（

2

9

3

）

1

2

3

4

一
般
健
康
診
査

●
対
象
者

昭
和
従
軍
4
月
1
日
以
前
の
出

生
者
で
、
他
の
機
関
（
病
院
、

勤
務
先
な
ど
）
で
健
康
診
歪
を

受
け
る
機
会
が
な
い
人
。

●
珍
重
項
目

問
診
、
身
体
計
測
（
肥
満
度
）

血
圧
測
定
、
検
尿
、
肝
機
能
検

査
、
脂
質
検
査
、
腎
機
能
検
査

循
環
器
検
査
（
心
電
図
、
眼
底

撮
影
）
、
糖
尿
病
検
査
、
貧
血

検
査
、
医
師
診
察

●
料
　
金
　
　
棚
田

●
注
憲
事
項

午
前
中
受
診
の
人
は
朝
食
を
取

ら
な
い
よ
う
に
、
午
後
受
診
の

人
は
朝
食
を
軽
く
、
昼
食
は
取

ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他

受
診
票
と
健
康
手
帳
を
持
参
の
こ
と
。

結
核
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

●
対
象
者1

6
歳
以
上
で
、
他
の
機
関
（
学

校
、
勤
務
先
な
ど
）
で
検
診
を

受
け
る
機
会
が
な
い
人
。

●
料
　
金
　
　
無
料

●
注
意
事
項

下
着
は
ボ
タ
ン
、
ホ
ッ
ク
類
の

な
い
も
の
、
薄
い
下
着
は
付
け

た
ま
ま
で
可
。

胃
ガ
ン
検
診

●
対
象
者希

望
者
、
昭
和
然
年
4
月
1
日

以
前
の
出
生
者

●
定
　
員各

区
5
0
名
（
当
日
会
湯
で
受
付

順
）
　
　
受
付
は
Ⅱ
時
ま
で

●
料
　
金
　
　
脚
円

●
注
憲
事
項

・
当
日
の
朝
食
、
飲
み
物
は
一
切

取
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
妊
娠
中
の
人
は
不
可

な
お
、
各
地
区
の
総
合
検
診
の
日
程

は
下
記
の
表
の
と
お
り
で
す
。

1
月
n
日
的

9
時
0
0
分
～
1
0
時
0
0
分

中
央
公
民
館

生
後
3
カ
月
～
6
カ
月
児

母
子
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

体
重
、
身
長
測
定
、
態
乳

食
な
ど
指
導
、
小
児
ガ
ン

検
査
セ
ッ
ト
配
付

無
料

飼
い
犬
に
つ
い
て
の
お
願
い

保
健
衛
生
係

犬
を
放
し
飼
い
に
す
る
と
田
畑
を
荒

ら
し
た
り
、
人
に
危
害
を
加
え
た
り
し

て
、
近
所
の
方
々
に
大
変
迷
惑
を
か
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
犬
を
飼
う
と
き

は
、
必
ず
鎖
な
ど
に
つ
な
ぐ
か
、
お
り

に
入
れ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
犬

の
散
歩
の
時
も
鎖
で
つ
な
い
で
く
だ
さ

い。

ま
た
、
散
歩
時
の
犬
の
フ
ン
は
、
通

路
を
汚
す
な
ど
衛
生
上
良
く
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
飼
い
主
の
方
が
責
任
を
も
っ

て
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

●
期
　
日

●
時
　
間

●
場
　
所

●
持
参
晶

7
月
3
日
㈲

1
3
時
5
0
分
～
1
5
時
5
0
分

役
場
保
健
室

母
子
手
帳
受
領
の
方
は
、

総
合
検
診
日
程
表
（
平
成
元
年
度
）


